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2春の楽しみ ・様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表
B(1)ア）

様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝えたいこと
を明確にしている。（B(1)ア）

積極的に春の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学
習の見通しをもって、春の行事
の様子を伝える手紙を書こうと
している。

漢字辞典を使おう ・漢字辞典の使い方を理解し
使うことができる。（知・技(2)
イ）

漢字辞典の使い方を理解し
使っている。（(2)イ）

進んで漢字辞典の使い方を理
解し、学習課題に沿って、漢字
辞典を使って調べようとしてい
る。

図書館の達人になろう ・幅広く読書に親しみ、読書
が、必な知識や情報を得ること
に役立つことに気づくことがで
きる。（知・技(3)
オ）

幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。（(3)オ）

進んで読書が必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気
づき、これまでの学習をいかし
て、本の探し方を考えながら学
校図書館で本を探そうとしてい
る。

春のうた ・詩全体の構成や内容の大体
を意識しながら音読することが
できる。（知・技(1)ク）
・登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の
移り変わりと結び付けて具体
的に想像することができる。
（思・判・表C(1)エ）

詩全体の構成や内容の大体
を意識しながら音読している。
（(1)ク）

「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り
変わりと結び付けて具体的に
想像している。（C(1)エ）

積極的に情景などを具体的に
想像して読み、学習課題に
沿って、想像しながら詩を音読
しようとしている。

なりきって書こう
つづけてみよう

・修飾と被修飾との関係につい
て理解することができる。（知・
技(1)カ）
・書こうとしたことが明確になっ
ているかなど、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分
の文章のよいところを見つける
ことができる。（思・
判・表B(1)オ）

修飾と被修飾との関係につ
いて理解している。（(1)カ）

「書くこと」において、
書こうとしたことが明確にな
っているかなど、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分
の文章のよいところを見つけて
いる。（B(1)オ）

進んで感想や意見を伝え合
い、学習の見通しをもって、な
りきって想像したことを書こうと
している。

白いぼうし ・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
することができる。
（知・技(1)オ）
・登場人物の行動や気持ちな
どについて、叙述を基に捉える
ことができる。
（思・判・表C(1)イ）
・文章全体の構成や内容の大
体を意識しながら音読すること
ができる。
（知・技(1)ク）

・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
している。（(1)オ）
・文章全体の構成や内容の大
体を意識しながら音読してい
る。
（(1)ク）

「読むこと」において、登場人
物の行動や気持ちなど
について、叙述を基に捉えて
いる。（C(1)イ）

進んで登場人物の行動や気持
ちなどについて叙述を基に捉
え、学習課題に沿って、不思議
なところについて考えたことを
伝え合おうとしている。

力を合わせてばらばらに ・様子や行動、気持ちを表す語
句の量
を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにすることができ
る。（知・技(1)オ）
・必要なことを記録しながら聞
き、話し手が伝えたいことや自
分が聞きたいことの中心を捉
え、自分の考えをもつことがで
きる。（思・判・表A(1)エ）

様子や行動、気持ちを表す
語句の量を増し、話や文章の
中で使い、語彙を豊かにして
いる。（(1)オ）

「話すこと・聞くこと」において、
必要なことを記録しながら聞
き、話し手が伝えたいことや自
分が聞きたいことの中心を捉
え、自分の考えをもっている。
（A(1)エ）

積極的に、話し手が伝えたい
ことや自分が聞きたいことの中
心を捉え、学習の見通しをもっ
て、情報を集める話し合いをし
ようとしている。

国語 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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カンジーはかせの都道府県の
旅１

・第４学年までに配当されてい
る漢字を読むとともに、漸次書
き、文や文章の中で使うことが
できる。（知・技
(1)エ）

第４学年までに配当されている
漢字を読むとともに、漸次書
き、文や文章の中で使ってい
る。（(1)エ）

進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を読むとともに、
漸次書き、学習課題に沿って、
都道府県名を使った文を作ろ
うとしている。

漢字の広場② ・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)
エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）

第３学年までに配当されて
いる漢字を書き、文や文章の
中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章を整えて
いる。（B(1)エ）

進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、文を書こう
としている。

お礼の気持ちを伝えよう ・相手や目的を意識して、経験
したことなどから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを
明確にすることができる。（思・
判・表B(1)ア）
・言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づくことができる。（知・技(1)
ア）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬
体と常体との違いに注意しな
がら書くことができる。（知・技
(1)キ）

・言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づいている。（(1)ア）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬
体と常体との違いに注意しな
がら書いている。（(1)キ）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことな
どから書くことを選
び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを
明確にしている。（B(1)ア）

進んで相手や目的を意識して
伝えたいことを明確にし、学習
の見通しをもって、お礼の手紙
を書こうとしている。

思いやりのデザイン
アップとルーズで伝える
【じょうほう】考えと例

・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解する
ことができる。（知・
技(2)ア）
・段落相互の関係に着目しな
がら、考えとそれを支える理由
や事例との関係などについ
て、叙述を基に捉えることがで
きる。（思・判・表C(1)ア）
・接続する語句の役割、段落
の役割について理解すること
ができる。（知・技(1)カ）
・文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。
（思・判・表C(1)オ）

・接続する語句の役割、段落
の役割について理解している。
（(1)カ）
・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解して
いる。（(2)ア）

・「読むこと」において、段落相
互の関係に着目しながら、考
えとそれを支える理由や事例
との関係などについて、叙述を
基に捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）

粘り強く、考えとそれを支える
理由や事例との関係などにつ
いて、叙述を基に捉え、学習の
見通しをもって、自分の考えを
伝え合おうとしている。

漢字の広場① ・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)
エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることが
できる。（思・判・表B(1)エ）

第３学年までに配当されて
いる漢字を書き、文や文章の
中で使っている。（(1)エ）

】「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章
を整えている。（B(1)エ）

進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、文を書こう
としている。

聞き取りメモのくふう ・必要な語句などの書き留め
方を理解
し使うことができる。（知・技(2)
イ）
・必要なことを記録したり質問
したり
しながら聞き、話し手が伝えた
いこ
とや自分が聞きたいことの中
心を捉
え、自分の考えをもつことがで
きる。
（思・判・表A(1)エ）
・相手を見て話したり聞いたり
するこ
とができる。（知・技(1)イ）

・相手を見て話したり聞いたり
している。（(1)イ）
・必要な語句などの書き留め
方を理解し使っている。（(2)イ）

「話すこと・聞くこと」において、
必要なことを記録したり質問し
たりしながら聞き、話し手が伝
えたいことや自分が聞きたいこ
との中心を捉え、自分の考え
をもっている。
（A(1)エ）

粘り強く必要なことを記録した
り質問したりしながら聞き、話
の中心を捉え、学習の見通し
をもって、聞いたことを伝える
ためにメモを取ろうとしている。
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7本のポップや帯を作ろう
神様の階段

・幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づくこと
ができる。（知・技(3)
オ）
・文章を読んで感じたことや考
えたことを共有し、一人一人の
感じ方などに違いがあることに
気づくことができる。（思・判・表
C(1)カ）

幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。（(3)オ）

「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや考えたことを
共有し、一人一人の感じ方な
どに違いがあることに気づいて
いる。（C(1)カ）

積極的に読書に親しみ、学習
の見通しをもって、本をポップ
や帯で紹介しようとしている。

夏の楽しみ ・様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表
B(1)ア）

様子や行動を表す語句の量を
増し、文章の中で使い、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり
分類したりして、
伝えたいことを明確にしてい
る。（B(1)ア）

積極的に夏の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学
習の見通しをもって、夏の行事
の様子を俳句で表現しようとし
ている。

カンジーはかせの都道府県の
旅２

・第４学年までに配当されてい
る漢字を読むとともに、漸次書
き、文や文章の中で使うことが
できる。（知・技(1)エ）

第４学年までに配当されて
いる漢字を読むとともに、漸次
書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）

進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を読むとともに、
漸次書き、学習課題に沿って、
都道府県名を使った文を作ろ
うとしている。

新聞を作ろう
【コラム】アンケート調査のしか
た

・書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落を作った
り、段落相互の関係に注意し
たりして、文章の構成を考える
ことができる。（思・
判・表B(1)イ）
・比較や分類のしかた、必要な
語句などの書き留め方、引用
のしかたや出典の示し方を理
解し使うことができる。（知・技
(2)イ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表
B(1)ア）

比較や分類のしかた、必要
な語句などの書き留め方、引
用のしかたや出典の示し方を
理解し使っている。（(2)イ）

・「書くこと」において、相手や
目的を意識して、経験したこと
や想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝えた
いことを明確にしている。
（B(1)ア）
・「書くこと」において、書く内
容の中心を明確にし、内容の
まとまりで段落を作ったり、段
落相互の関係に注意したりし
て、文章の構成を考えている。
（B(1)イ）

進んで書く内容の中心を明確
にして構成を考え、学習の見
通しをもって、新聞を作ろうとし
ている。

【じょうほう】要約するとき ・目的を意識して、中心となる
語や文を見つけて要約するこ
とができる。
（思・判・表C(1)ウ）
・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解する
ことができる。（知・
技(2)ア）

考えとそれを支える理由や
事例、全体と中心など情報と
情報との関係について理解し
ている。（(2)ア）

「読むこと」において、目的を意
識して、中心となる語や文を見
つけて要約している。
（C(1)ウ）

粘り強く目的を意識して中心と
なる語や文を見つけ、学習課
題に沿って、文章を要約しよう
としている。

短歌・俳句に親しもう（一） ・易しい文語調の短歌や俳句
を音読したり暗唱したりするな
どして、言葉の響きやリズムに
親しむことができる。（知・技(3)
ア）

易しい文語調の短歌や俳句
を音読したり暗唱したりする
などして、言葉の響きやリズム
に親しんでいる。（(3)ア）

進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って、短
歌や俳句を音読したり暗唱し
たりしようとしている。

つなぎ言葉のはたらきを知ろう ・接続する語句の役割につい
て理解することができる。（知・
技(1)カ）

接続する語句の役割につい
て理解している。（(1)カ）

積極的に接続する語句の役割
を理解し、これまでの学習をい
かして、つなぎ言葉を使って文
を書こうとしている。

一つの花 ・登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の
移り変わりと結び付けて具体
的に想像することができる。
（思・判・表C(1)エ）
・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
することができる。
（知・技(1)オ）

様子や行動、気持ちや性格
を表す語句の量を増し、話や
文章の中で使い、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）

「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り
変わりと結び付けて具体的に
想像している。（C(1)エ）

粘り強く、登場人物の気持ちの
変化や性格、情景について、
場面の移り変わりと結び付け
て具体的に想像し、学習の見
通しをもって、心に残ったところ
を伝え合おうとしている。
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2漢字の広場③ ・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)
エ）
・接続する語句の役割につい
て理解することができる。（知・
技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）

・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使っている。（(1)エ）
・接続する語句の役割につい
て理解している。（(1)カ）

「書くこと」において、
間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えている。（B(1)エ）

進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、文を書こう
としている。

ローマ字を使いこなそう ・日常使われている簡単な単
語について、ローマ字で書くこ
とができる。
（知・技(1)ウ）

日常使われている簡単な単
語について、ローマ字で書いて
いる。（(1)ウ）

積極的にローマ字の表記を考
え、これまでの学習をいかし
て、ローマ字を書こうとしてい
る。

いろいろな意味をもつ言葉 ・様子や行動を表す語句の量
を増し、語彙を豊かにすること
ができる。
（知・技(1)オ）
・国語辞典の使い方を理解し
使うことができる。（知・技(2)
イ）

・様子や行動を表す語句の量
を増し、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
・国語辞典の使い方を理解し
使っている。（(2)イ）

進んで様子や行動を表す語句
の量を増し、学習の見通しを
もって、言葉遊びの詩を作ろう
としている。

どう直したらいいかな ・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）
・主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係、指示する語
句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬
体と常体との違いに注意しな
がら書くことができる。（知・技
(1)キ）

・主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係、指示する語
句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解してい
る。（(1)カ）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬
体と常体との違いに注意しな
がら書いている。（(1)キ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章を整えて
いる。（B(1)エ）

進んで文章の間違いを正した
り、相手や目的を意識した表
現になっているかを確かめたり
して、学習の見通しをもって、
文章を推敲しようとしている。

パンフレットを読もう ・目的を意識して、中心となる
語や文を見つけることができ
る。（思・判・表C(1)ウ）
・読書が、必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気づ
くことができる。（知・技(3)オ）
・文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。
（思・判・表C(1)オ）

読書が、必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気
づいている。（(3)オ）

・「読むこと」において、目的を
意識して、中心となる語や文を
見つけている。（C(1)ウ）
・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）

積極的に目的を意識して中心
となる語や文を見つけ、学習
課題に沿って、パンフレットの
工夫について話し合おうとして
いる。

あなたなら、どう言う ・考えとそれを支える理由との
関係について理解することが
できる。（知・技(2)ア）
・目的を確認して話し合い、互
いの意見の共通点や相違点に
着目して、考えをまとめること
ができる。（思・判・表A(1)オ）
・言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づくことができる。（知・技(1)
ア）

・言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づいている。（(1)ア）
・考えとそれを支える理由との
関係について理解している。
（(2)ア）

「話すこと・聞くこと」において、
目的を確認して話し合い、互い
の意見の共通点や相違点に
着目して、考えをまとめてい
る。（A(1)オ）

積極的に、互いの意見の共通
点や相違点に着目して考えを
まとめ、学習課題に沿って、異
なる立場に立って話し合いをし
ようとしている。

忘れもの
ぼくは川

・詩全体の構成や内容の大体
を意識しながら音読することが
できる。
（知・技(1)ク）
・詩を読んで理解したことに基
づいて、感想や考えをもつこと
ができる。
（思・判・表C(1)オ）

詩全体の構成や内容の大体を
意識しながら音読している。
（(1)ク）

「読むこと」において、詩を読ん
で理解したことに基づいて、感
想や考えをもっている。（C(1)
オ）

進んで二つの詩を読んで理解
したことに基づいて感想をも
ち、学習課題に沿って、詩から
受けた印象を伝え合おうとして
いる。
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2慣用句 ・長い間使われてきた慣用句
の意味を知り、使うことができ
る。（知・技(3)イ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、伝えたいこと
を明確にすることができる。
（思・判・表B(1)ア）

長い間使われてきた慣用句
の意味を知り、使っている。
（(3)イ）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にし
ている。（B(1)ア）

進んで慣用句の意味を知り、
学習の見通しをもって、慣用句
を使った文を書こうとしている。

未来につなぐ工芸品
工芸品のみりょくを伝えよう

・事典の使い方を理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
・自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にし
て、書き表し方を工夫すること
ができる。（思・判・表B(1)ウ）
・目的を意識して、中心となる
語や文を見つけて要約するこ
とができる。
（思・判・表C(1)ウ）
・幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づくこと
ができる。（知・技(3)
オ）

・事典の使い方を理解し使って
いる。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。
（(3)オ）

・「書くこと」において、自分の
考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き
表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
・「読むこと」において、目的を
意識して、中心となる語や文を
見つけて要約している。（C(1)
ウ）

積極的に、中心となる語や文
を見つけて要約したり、自分の
考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き
表し方を工夫したりして、学習
の見通しをもって、調べて分
かったことをまとめて書こうとし
ている。

クラスみんなで決めるには ・比較や分類のしかた、必要な
語句などの書き留め方を理解
し使うことができる。（知・技(2)
イ）
・目的や進め方を確認し、司会
などの役割を果たしながら話し
合い、互いの意見の共通点や
相違点に着目して、考えをまと
めることができる。
（思・判・表A(1)オ）
・目的を意識して、日常生活の
中から話題を決め、集めた材
料を比較したり分類したりし
て、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。
（思・判・表A(1)ア）

比較や分類のしかた、必要
な語句などの書き留め方を理
解し使っている。（(2)イ）

・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活
の中から話題を決め、集めた
材料を比較したり分類したりし
て、伝え合うために必要な事
柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や進め方を確認し、司
会などの役割を果たしながら
話し合い、互いの意見の共通
点や相違点に着目して、考え
をまとめている。（A(1)オ）

積極的に役割を果たしながら
話し合い、学習課題に沿って、
考えをまとめようとしている。

秋の楽しみ ・様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりして伝
えたいことを明確にすることが
できる。（思・判・表B(1)
ア）

様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料
を比較したり分類したりして
伝えたいことを明確にしてい
る。（B(1)ア）

積極的に秋の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学
習の見通しをもって、秋の行事
の様子を伝える手紙を書こうと
している。

漢字を正しく使おう ・漢字と仮名を用いた表記、送
り仮名の付け方を理解して文
や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)ウ）
・第４学年までに配当されてい
る漢字を読み、第３学年までに
配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うとともに、第
４学年に配当されて
いる漢字を漸次書くことができ
る。
（知・技(1)エ）

・漢字と仮名を用いた表記、送
り仮名の付け方を理解して文
や文章の中で使っている。（(1)
ウ）
・第４学年までに配当されてい
る漢字を読み、第３学年までに
配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うとともに、第
４学年に配当されている漢字
を漸次書いている。（(1)エ）

進んで同音異義語や送り仮名
の付け方などについて理解
し、学習課題に沿って、漢字を
文や文章の中で使おうとして
いる。

ごんぎつね
【コラム】言葉を分類しよう

・言葉には性質による語句の
まとまりがあることを理解し、
語彙を豊かにすることができ
る。（知・技(1)オ）
・文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。
（思・判・表C(1)オ）
・登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の
移り変わりと結び付けて具体
的に想像することができる。
（思・判・表C(1)エ）

言葉には性質による語句の
まとまりがあることを理解し、
語彙を豊かにしている。（(1)
オ）

・「読むこと」において、登場人
物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像
している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）

進んで文章を読んで理解した
ことに基づいて感想をもち、学
習の見通しをもって、物語の結
末についての感想を書こうとし
ている。
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2熟語の意味 ・第４学年までに配当されてい
る漢字を読むことができる。
（知・技(1)エ）

第４学年までに配当されて
いる漢字を読んでいる。（(1)
エ）

進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を読み、これまで
の学習をいかして、漢字や熟
語を正しく読んだり書いたりし
ようとしている。

言葉から連想を広げて ・自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にし
て、書き表し方を工夫すること
ができる。（思・判・表B(1)ウ）
・必要な語句などの書き留め
方を理解し使うことができる。
（知・技(2)イ）

必要な語句などの書き留め
方を理解し使っている。（(2)
イ）

「書くこと」において、自分の考
えとそれを支える理由や事例
との関係を明確にして、書き表
し方を工夫している。（B(1)ウ）

進んで連想を広げ、書き表し
方を工夫し、学習の見通しを
もって、ひと言で詩を書こうとし
ている。

自分だけの詩集を作ろう ・幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づくこと
ができる。（知・技(3)オ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表
B(1)ア）
・詩を読んで感じたことや考え
たことを共有し、一人一人の感
じ方などに違いがあることに気
づくことができる。（思・判・表
C(1)カ）

幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。（(3)オ）

・「書くこと」において、相手や
目的を意識して、経験したこと
や想像したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料を比較し
たり分類したりして、伝えたこと
を明確にしている。
（B(1)ア）
・「読むこと」において、詩を読
んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方
などに違いがあることに気づい
ている。（C(1)カ）

進んで目的を意識して詩を選
び、学習の見通しをもって、自
分だけの詩集を作ろうとしてい
る。

冬の楽しみ ・様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
・相手や目的を意識して、経験
したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確
にすることができる。（思・判・
表B(1)ア）

様子や行動を表す語句の量
を増し、文章の中で使い、語彙
を豊かにしている。（(1)オ）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝えたいこと
を明確にしている。（B(1)ア）

積極的に冬の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学
習の見通しをもって、冬の行事
の楽しさを知らせるかるたを作
ろうとしている。

もしものときにそなえよう ・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解する
ことができる。（知・技(2)ア）
・自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にし
て、書き表し方を工夫すること
ができる。（思・判・表B(1)ウ）

考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解して
いる。（(2)ア）

「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にし
て、書き表し方を工夫してい
る。（B(1)ウ）

積極的に自分の考えとそれを
支える理由や事例を明確に
し、学習の見通しをもって、調
べて考えたことを文章に書こう
としている。

友情のかべ新聞 ・登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の
移り変わりと結び付けて具体
的に想像することができる。
（思・判・表C(1)エ）
・幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づくこと
ができる。（知・技(3)
オ）

幅広く読書に親しみ、読書
が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気づいてい
る。（(3)オ）

「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り
変わりと結び付けて具体的に
想像している。（C(1)エ）

積極的に登場人物の気持ちの
変化や性格について、場面の
移り変わりと結び付けながら想
像して読み、学習の見通しを
もって、おもしろいと思ったとこ
ろを伝え合おうとしている。

漢字の広場④ ・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)
エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）

第３学年までに配当されて
いる漢字を書き、文や文章の
中で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章を整えて
いる。（B(1)エ）

進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、文を書こう
としている。

短歌・俳句に親しもう（二） ・易しい文語調の短歌や俳句
を音読したり暗唱したりするな
どして、言葉の響きやリズムに
親しむことができる。（知・技(3)
ア）

易しい文語調の短歌や俳句
を音読したり暗唱したりする
などして、言葉の響きやリズム
に親しんでいる。（(3)ア）

進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って、短
歌や俳句を音読したり暗唱し
たりしようとしている。
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10調べて話そう、生活調査隊 ・相手を見て話したり聞いたり
するとともに、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意して
話すことができる。（知・技(1)
イ）
・目的を意識して、日常生活の
中から話題を決め、集めた材
料を比較したり分類したりし
て、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。
（思・判・表A(1)ア）
・話の中心や話す場面を意識
して、言葉の抑揚や強弱、間
の取り方などを工夫することが
できる。（思・判・表A(1)ウ）
・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解する
ことができる。（知・技(2)ア）
・相手に伝わるように、理由や
事例などを挙げながら、話の
中心が明確になるよう話の構
成を考えることができる。（思・
判・表A(1)イ）

・相手を見て話したり聞いたり
するとともに、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意して
話している。（(1)イ）
・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解して
いる。（(2)ア）

・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活
の中から話題を決め、集めた
材料を比較したり分類したりし
て、伝え合うために必要な事
柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、相手に伝わるように、理由
や事例などを挙げながら、話
の中心が明確になるよう話の
構成を考えている。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話の中心や話す場面を意
識して、言葉の抑揚や強弱、
間の取り方などを工夫してい
る。
（A(1)ウ）

進んで、話の中心や話す場面
を意識して、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫し、
これまでの学習をいかして、調
査の報告をしようとしている。

心が動いたことを言葉に ・書こうとしたことが明確になっ
ているかなど、詩に対する感
想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見つけるこ
とができる。（思・判・
表B(1)オ）
・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や詩
の中で使い、語彙を豊かにす
ることができる。
（知・技(1)オ）
・主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係、指示する語
句と接続する語句の役割、連
の役割について理解すること
ができる。（知・技(1)カ）

・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や詩
の中で使い、語彙を豊かにし
ている。（(1)オ）
・主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係、指示する語
句と接続する語句の役割、連
の役割について理解している。
（(1)カ）

「書くこと」において、書こうとし
たことが明確になっているかな
ど、詩に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよい
ところを見つけている。（B(1)
オ）

進んで感想を伝え合い、これ
までの学習をいかして、心が
動いたことを言葉にして書いた
詩を読み合っている。

つながりに気をつけよう ・主語と述語との関係、修飾と
被修飾との関係、指示する語
句と接続する語句の役割につ
いて理解することができる。
（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）

主語と述語との関係、修飾
と被修飾との関係、指示する
語句と接続する語句の役割に
ついて理解している。（(1)カ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章を整えて
いる。（B(1)エ）

進んで、主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の役
割について理解し、これまでの
学習をいかして、つながりに気
をつけて文章を書こうとしてい
る。

風船でうちゅうへ ・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解する
ことができる。（知・技(2)ア）
・文章を読んで理解したことに
基づいて、感想や考えをもつこ
とができる。
（思・判・表C(1)オ）
・文章を読んで感じたことや考
えたことを共有し、一人一人の
感じ方などに違いがあることに
気づくことができる。（思・判・表
C(1)カ）
・様子や行動を表す語句の量
を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにすることができ
る。（知・技(1)オ）

・様子や行動を表す語句の量
を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにしている。（(1)
オ）
・考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情
報との関係について理解して
いる。（(2)ア）

・「読むこと」において、文章を
読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもっている。
（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を
読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方
などに違いがあることに気づい
ている。（C(1)カ）

進んで、文章を読んで理解し
たことに基づいて感想や考え
をもち、学習課題に沿って、要
約して紹介する文章を書こうと
している。

漢字の広場⑤ ・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)
エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）

第３学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章を整えて
いる。（B(1)エ）

進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、文を書こう
としている。
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進んで経験したことなどから書
くことを選び、学習課題に沿っ
て１年間の振り返りを書こうと
している。

四年生をふり返って ・言葉には、考えたことや思っ
たことを表す働きがあることに
気づくことができる。（知・技(1)
ア）
・相手や目的を意識して、経験
したこや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を
比較したり分類したりして、伝
えたいことを明確にすることが
できる。（思・判・表
B(1)ア）

言葉には、考えたことや思
ったことを表す働きがあるこ
とに気づいている。（(1)ア）

「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや
想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝えたいこと
を明確にしている。（B(1)ア）

漢字の広場⑥ ・第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中
で使うことができる。（知・技(1)
エ）
・間違いを正したり、相手や目
的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章
を整えることができる。（思・
判・表B(1)エ）

第３学年までに配当されて
いる漢字を書き、文や文章の
中
で使っている。（(1)エ）

「書くこと」において、間違いを
正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確か
めたりして、文や文章を整えて
いる。（B(1)エ）

進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまで
の学習をいかして、文を書こう
としている。

スワンレイクのほとりで ・文章を読んで感じたことや考
えたことを共有し、一人一人の
感じ方などに違いがあることに
気づくことができる。（思・判・表
C(1)カ）
・様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
することができる。
（知・技(1)オ）
・登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面の
移り変わりと結び付けて具体
的に想像することがで
きる。（思・判・表C(1)エ）

様子や行動、気持ちや性格を
表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かに
している。（(1)オ）

・「読むこと」において、登場人
物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像
している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を
読んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方
などに違いがあることに気づい
ている。（C(1)カ）

進んで一人一人の感じ方に違
いがあることに気づき、学習の
見通しをもって、物語を読んで
考えたことを伝え合おうとして
いる。


